
答
申
の
内
容

　

長
島
町
立
学
校
等
の
規
模
・
配

置
の
在
り
方
検
討
委
員
会
で
は
、

平
成
19
年
11
月
６
日
に
長
島
町
教

育
委
員
会
か
ら
次
の
事
項
に
つ
い

て
検
討
す
る
よ
う
諮
問
さ
れ
た
。

１
町
立
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
の

　

適
正
規
模
に
つ
い
て

２
町
立
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
の

　

適
正
配
置
に
つ
い
て

　

当
委
員
会
で
は
、
20
人
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
、
２
年
間
に
わ
た
り

年
３
回
ず
つ
計
６
回
の
検
討
を
重

ね
、
そ
の
間
先
進
地
視
察
も
行
っ

た
。

　

学
校
編
成
（
適
正
規
模
・
適
正

配
置
）
に
関
す
る
検
討
結
果
を
次

の
よ
う
に
取
り
ま
と
め
た
。

１
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
に
つ

　

い
て

　
　

学
校
の
活
力
、
教
育
水
準
の

　

維
持
や
充
実
・
発
展
を
図
り
、

　

質
の
高
い
教
育
を
提
供
す
る
と

　

い
う
観
点
か
ら
、
望
ま
し
い

　

小
・
中
学
校
の
規
模
を
次
の
と

　

お
り
と
す
る
。

○
望
ま
し
い
小
・
中
学
校
、
幼
稚

　

園
の
学
級
規
模

１
小
学
校
に
お
い
て
は
、
１
学
級

　

の
児
童
数
は
25
人
～
30
人
程

　

度
、
１
学
年
の
学
級
数
は
ク
ラ

　

ス
替
え
が
可
能
な
２
学
級
以
上

　

が
望
ま
し
い
。

２
中
学
校
に
お
い
て
は
、
１
学
級

　

の
生
徒
は
30
人
程
度
、
１
学
年

　

の
学
級
数
は
免
許
教
科
外
教
科

　

担
任
の
解
消
と
学
習
集
団
の
弾

　

力
的
な
編
成
等
の
た
め
教
員
確

　

保
可
能
と
な
る
１
学
年
３
学
級

　

以
上
が
望
ま
し
い
。

３
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
１
学
級

　

の
幼
児
数
が
21
人
～
30
人
程
度

　

が
望
ま
し
い
。

２
小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ

　

い
て

①
適
正
配
置
に
つ
い
て

　
　

本
町
の
学
校
の
現
状
、
今
後

　

の
児
童
生
徒
数
の
推
移
、
地
理

　

的
条
件
な
ど
か
ら
統
廃
合
を
し

　

て
も
適
正
規
模
に
な
る
こ
と
が

　

見
込
め
な
い
学
校
も
あ
る
。

　
　

そ
こ
で
、
１
の
適
正
規
模
に

　

少
し
で
も
近
づ
け
る
た
め
に
、

　

地
域
の
実
情
等
も
勘
案
し
、
学

　

校
の
適
正
配
置
の
方
針
を
次
の

　

よ
う
に
定
め
、
学
校
編
成
を
進

　

め
て
い
く
。

○
長
島
町
に
お
け
る
小
・
中
学

校
、
幼
稚
園
の
適
正
配
置
の
方
針

１
中
学
校
に
お
い
て
は
、
免
許
教

　

科
外
教
科
担
任
の
解
消
や
学
習

　

集
団
の
弾
力
的
な
編
成
等
の
た

　

め
に
、
１
町
２
校
（
長
島
本
島

　

１
校
、
獅
子
島
１
校
）
に
編
成

　

す
る
。

２
小
規
模
小
学
校
に
つ
い
て
も
望

　

ま
し
い
学
習
環
境
を
確
保
す
る

　

た
め
に
、
１
町
５
校
（
長
島
本

　

島
４
校
、
獅
子
島
１
校
）
に
編

　

成
す
る
。

３
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
望
ま
し

　

い
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め

　

に
、
１
町
２
幼
稚
園
（
長
島
本

　

島
１
園
、
獅
子
島
１
園
）
と
す

　

る
。

　
　

城
川
内
幼
稚
園
に
つ
い
て
は

　

現
在
園
児
数
７
人
で
あ
り
、
今

　

後
も
増
加
が
見
込
め
な
い
。
ま

　

た
園
児
が
集
団
生
活
を
送
れ
る

　

状
況
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
平

　

成
21
年
度
に
休
園
と
す
る
。
現

　

在
在
籍
し
て
い
る
園
児
に
つ
い

　

て
は
、
希
望
が
あ
れ
ば
卒
園
ま

　

で
鷹
巣
幼
稚
園
に
輸
送
す
る
。

４
編
成
で
き
な
い
獅
子
島
の
学
校

　

に
つ
い
て
は
、
小
・
中
併
設
校

　

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
１

　

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
を
図
る
。

５
学
校
編
成
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　

に
よ
る
通
学
が
可
能
な
範
囲
で

　

検
討
す
る
。

②
適
正
配
置
を
進
め
る
際
の
留
意

　

点
に
つ
い
て

　
　

学
校
の
適
正
配
置
を
進
め
る

　

際
に
は
、
長
島
町
の
子
ど
も
た

　

ち
一
人
ひ
と
り
に
、
よ
り
一
層

　

豊
か
な
教
育
を
充
実
し
た
教
育

　

環
境
の
中
で
受
け
さ
せ
る
こ
と

　

を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
長
島

　

町
民
の
期
待
に
応
え
る
新
し
い

　

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
づ
く

　

り
を
目
指
す
。

　
　

そ
の
た
め
、
次
の
点
に
つ
い

　

て
、
合
意
の
プ
ロ
セ
ス
を
大
切

　

に
し
な
が
ら
、
保
護
者
や
地
域

　

住
民
と
協
議
を
進
め
て
い
く
必

　

要
が
あ
る
。

○
適
正
配
置
を
進
め
る
際
に
留
意

　

す
る
事
項

１
長
島
町
の
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

　

わ
し
い
心
豊
か
な
児
童
生
徒
を

　

育
む
魅
力
あ
る
教
育
、
地
域
に

　

開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く

　

り
に
つ
い
て
、
先
進
地
の
取
組

　

事
例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
推

　

進
し
て
い
く
。

２
通
学
区
域
の
広
域
化
に
係
る
通

　

学
の
利
便
性
お
よ
び
通
学
路
の

　

安
全
性
を
図
る
。

３
学
校
編
成
後
の
新
し
い
学
校
と

　

地
域
社
会
と
の
協
力
体
制
の
再

　

構
築
を
図
る
。

４
学
校
編
成
に
よ
っ
て
生
じ
る
跡

　

地
、
空
き
校
舎
等
を
、
新
た
な

　

文
化
の
拠
点
と
し
て
、
町
長
部

　

局
と
も
連
携
し
て
有
効
利
用
を

　

図
る
。
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